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アメリカ産業革命と運河との関係を追求した本格的著作は日本では最初のものである。
全部で十章から成り，第八～第十章はカナダの運河を扱っているが，評者はそれについて
は門外漢であるので，第一～第七章までのアメリカの運河について論評させていただく。
イギリス産業革命と運河の密接な関係は良く知られており，イギリスの場合鉄道は産業
革命の最後の時期に登場する。それに対し，後発資本主義国では産業革命の初期から鉄道
が登場する。ドイツ， 日本などでは鉄道は最初から登場するし，アメリカでも鉄道の登場
はかなり早い。イギリスの鉄道が182吟三代から登場したのにたいし，アメリカは1830ip代
には一応鉄道ブームになっており，その差は10年しかない。しかし，実は加勢田氏が強調
しているように1830年代， 40年代のアメリカの鉄道はまだ幼稚で，とくに貨物輸送はまだ
微力な存在であった。機関車はまだ10トンに達しない状況で，実際には水系路輸送の支線
的存在であった。加勢田氏はこの点を捉えて， 1830年代， 40年代の産業革命期の輸送の主
力は運河であったことを中心的テーマとしてこの研究を完成されたと言える。とくにそれ
以前のミシシッヒ°ー河経由，メキシコ湾，大西洋という水系路の体系が，アルゲニー山脈
を横切る東西型の輸送体系へ転換した最初の契機となったイリー運河を中心に研究され
た。
順を追って見ていくと，第一章，アメリカ産業革命と運河は， 1850ip以前の運河と鉄道
の実績を比較して，この時期の運河がターン・パイクなどの道路輸送に対してはトン・マ
イル当たりの運送費で十分の一といった革命的な減額をもたらせながら，一面では鉄道よ
り優位に立ち続け， 1852年に至っても鉄道が全国内流通の16形を担ったのに対して運河が
26彩を担うなど，南北戦争前はまだ運河の時代であるとし，この時期の鉄道はまだ運河の
支線的存在であったとされる。そしてイギリスの運河が私的資本によって建設されたのに
対して，アメリカの場合は州を中心とした政府投資を多く含む混合型投資であったこと，
そして大体の運河の方向が東部の工業と西部の農業を結ぶもので，その計画や建設におい
ては東部海岸諸都市の大商人たちが果たした役割が大きかったことが指摘される。
第二章 19世紀アメリカの主要運河，では，イリー運河を中心とするニューヨーク州の
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運河，ペンシルヴァニア州の運河，オハイオ州の運河が比較検討され，イリー運河の地理
的要因による成功に比べて，ペンシルヴァニア・メイン・ラインが高い山地を通らなけれ
ばならなかったことから間門の数が多く必要となり，時間的ロスが大きく，輸送コストも
高くなったことから，イリー運河との競争に敗れ，オハイオ州の運河が，大西洋への出口
としてイリー運河を選んだ経緯が説明される。
もっともペンシルヴァニア・メイン・ラインもそれが通過したホリディスバーグ，ジョ
ンズタウンからピッツバ＿グに至るペンシルヴァニア各地域の周辺の工業化に及ぼした影
響は大きかった。また，ベンシルヴァニア・メイン・ラインと連絡したサスクハナ・デイ
ヴィジョン運河など石炭運搬用の運河がとくにペンシルヴァニア東部各地に生まれた。そ
の他全米の運河が紹介され，三つのタイプに分けられる。その 1は大西洋岸諸州を結んだ
もの，その2は大西洋岸地域とオハイオ河を結んだもの，その3はオハイオ河， ミシシッ
ヒ°ー河と五大湖地方を結んだもので，これらの運河は185~以前の段階では支線運河や有
料道路，そして鉄道によって補完されることによって，当時のアメリカの輸送体系を形作
っていた。 1860年代以降，放棄，閉鎖される運河が生まれ始めるが，運河時代のヒ゜ークは
1850年代であった。
第三章，イリー運河の建設，ニューヨーク州の運河要望の風潮が，ついに1817年クリン
トン州知事の下で州政府の事業として着手された経緯が説明される。 1817年に「運河法」
が州議会を通過し，運河基金委員会が基金を集めてくっさくが始まり， まず中部地区が
1819年に完成し，続いて西部区間，東部区間の建設が続き， 1822年に 220マイル， 1825年
には全区間363マイルが完成していった。
第四章，運河建設と民衆，この項はのちにニューヨークの大資本，さらに海外からイギ
リス資本がイリ＿運河の資金として流入することになるが，実は運河の前途がまだ危ぶま
れた建設初期の資金は，ニューヨーク貯蓄銀行という労働者層や民衆の小額貯蓄によって
まかなわれたことが強調される。これはのちの鉄道時代にも見られる現象で，まず地元の
小額資金を集めて建設が始められ，ある程度経営が軌道に乗るとニューヨークなど海岸大
都市の資本が流入し始め，そして規模が大きくなって事業の成功が確実となってからイギ
リス資本という）順序になった。このように貧民の生活資金などの地元の小資本が初期の運
河や鉄道の建設を支えたのはしばしば見られた現象であった。
第五章，イリー運河経営の成功，この項ではまずペンシリヴァニア・メイン・ライン・
ルートやミシシッヒ°ー河ル＿卜に対して，イリー運河ルートがいかに優勢になっていった
かが示される。 1853年にはペンシルヴァニア・メイン・ライン・ルートの9彩， ミシシッ
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ピー河ルートの 29形に対してイリー運河ルートは 62彩に達し，圧倒的な優勢ぶりを示し
た。ついで運河の運送能力の項では， 各年の冬期の閉鎖期間（大体12月~4月）， 運河船
の運航距離，運航日数が資料によって示され，運河の幅の拡張，水深の深化によって船の
大型化が可能となり，闇門の通過時間が短縮されて，船荷が増え，途中の都市を通過する
貨物のトン数が増大していく様子が示される。ついで輸送物は， すでに 1830年代に蒸溜
酒，屋根板，製材した材木，，木材，おけ板，小麦粉，食料品，塩，炭，石灰， ビー ル，
リ．ンゴ，酒，まき，小麦，雑穀，ふすま，えんどう，そらまめ，牧草の種子，羊毛，チー
ズ，ラード，バター，ホップ，毛皮，石こう，石，製造品，家具，石炭，銑鉄，と，加勢
田氏によれば人間生活に必要なあらゆる物品が運ばれていた。そして，それはその後さら
に増えていった。
運河の収入は1825年の56万ドルから， 30年には103万ドル， 41年には200万ドルと飛躍的
に増え，運送費はオールバニーからバッファローヘの上りが1834年の16ドル40セントから
1859年の2ドル40セントヘ低落し，逆の下りは1834年の7ドル68セントから59年には2ド
ル87セントヘ低落した。このような競争力の上昇の結果．イリー運河はミシシッヒ°ー河ル
ートとセント・ローレンス河ルートに対して優位に立っていった。同時に鉄道に対しても
競争力を維持していた。
第六章，運河沿いの地域の発展，では，運河が通過した地域の人口の増加，製造業や商
業の比率の増加が示され，この沿線にユチカ，シラキューズ．ロチェスター．バッファロ
ーなどの新しい都市が生まれ，ニューヨーク州の南東部が工業化，商業化、し，北西部が農
業に特化し，アメリカ全体の中でニューヨーク州の人口増加，製造業，商業の比率が高ま
っていく姿が描かれる。ただし，このような地城的特化は直接的に生まれるのではなく，
それぞれの地域内である程度の自給的経済が生まれていることが必要なので，運河はこの
ような傾向を促進させたのであった。例えばニューヨーク州北西部は農業に特化していく
が，まず製造業や商業の発達によって産業の多様化が進み，その結果南東部へ拡大された
市場を提供するとともに，自らも農業へ特化することになった。このような傾向はアメリ
カの工業的東部と農業的西部という分業の成立の前にでき上るのであり，西部の農業の発
展の前に西部そのものの内部に社会的分業が必要とされ，そのための地域経済の発展と一
定の成熟が必要であり，運河がそのような成熟を可能にしたとされる。南部と対照して，
東北部，北西部，西部の社会に共通して見られる近代性を説明する重要な指摘であると思
われる。
第七章，鉄道時代の到来と運河輸送。 185哨三代以降，鉄道との競争が激化してくるが，
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イリ＿運河を中心とするニューヨーク州運河の通行料収入はその後も上昇し続け， 1870年
頃までその傾向は続いた。鉄道の躍進と運河の拡大は併行して進んだのであって，当時東
西間の通商は急上昇中であったから，いわばあり余ったパイを分け合う形となった。イリ
ー運河と競争関係になったのはニューヨーク・セントラル鉄道であり，運河側は低運賃の
点で優勢，鉄道の側はスピードと冬期を含む全期間で運行可能である点で優勢であるとい
う状勢のなかで競争が展開されるが，農産物のなかでも高価な小麦，小麦粉，その他畜産
物，製造品，雑貨など比較的価値の高い商品から鉄道に移行し始めた。かくて両者の間に
ある程度の分業関係が生まれたが，やはり両者間に運賃競争が始まり，運河も改良されて
大型船化し，運河通行料は引き下げられ，前述のようにイリー運河自体の輸送量は増え続
け，良好な経営状態は続くが，鉄道側の技術改良もこの頃から甚だしくなり，徐々に鉄道
側が優勢になっていった。
以上のように加勢田氏の研究はイリー運河，それが通過したニューヨ＿ク州を中心に種
々の面から考察され，それが東部の工業化と西部の農業の発展をつなぐ大動脈になってい
った点，それはのちに鉄道がとって代るのであるが，南北戦争前の時期にはイリー運河が
その役割を果たしていた点を見事に立証された。
本邦における初めての本格的なアメリカ運河史研究として画期的な，重要な業績と言え
る。
最後に若干ないものねだりをして，知りたかった点を列挙しよう。
1. 単に数字の説明だけでなく，具体的な変化を捉えて欲しかった。工業化や商業化の
変化について，単に生産量，運搬量だけではなく，製造の方法や運搬の方法がどのように
変ったのか具体的な面を少数の例で良いから示して欲しかった。これがあると理解度が違
ってくると思われる。
2. 沿線に生まれた諸都市の発展についてもっと知りたかった。まだそれほど工業化は
進んでいないから特産物的なものもあったと思われるし，移民など各階層の人々が東部か
ら流入したと思われるが，都市内の階層構成はどうなっていたのか。
3. 旅客輸送についても知りたかった。 1820年代にすでに 1日1,000人が通過したとい
った記述がでてくるが，それはその後どうなったのか。
4. 運河における労働問題とはどのようなものであったか。
以上の点を今後明らかにしていただくことを期待して筆をおきたい。（第八～第十章の
カナダの運河については，評者の専問外であるので省略させていただく。） (1994.2.2) 
（関西大学出版部，平成5年3月刊， A5版， 251頁， 4,800円）
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